
資料－１

第１０回 肱川流域学識者会議

開催日時：令和７年５月２６日（月）

１４：００～１５：３０

開催場所：肱川河川防災ステーション

議 事 次 第

１．開会

２．開会挨拶

３．委員紹介

４．議事

（１）議長選出

（２）山鳥坂ダム建設事業の事業再評価について

（３）肱川流域の取組状況について

５．閉会挨拶

６．閉会
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一般傍聴席

記者席

議長

事務局

WEBカメラ

事務局

記者席記者席

青野 勝広
（経済学）

石川 和男
（環境（動物生態学））

小野 耕平
（防災（地盤工学））

森脇 亮
（水文・気象学）

受

付

第１０回 肱川流域学識者会議

配 席 図

肱川河川防災ステーション
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国四整訓第１８号
肱川流域学識者会議運営規約を次に定める。
令和３年２月２日

改正 令和６年１２月１６日 四国地方整備局訓令第１０号

四国地方整備局長

肱川流域学識者会議 運営規約

（趣旨）
第１条 「肱川水系の河川整備」に関して、学識経験を有する者が意見交換を
行うとともに、次に掲げる事項について、一、二は四国地方整備局長（以下、
「局長」という。）及び愛媛県知事（以下、「知事」という）に、三は、局
長に意見を述べるため四国地方整備局に肱川流域学識者会議（以下、「学識
者会議」という。）を置く。
一 肱川水系河川整備計画（以下、「河川整備計画」という。）の策定、
変更

二 河川整備計画の点検
三 河川整備計画に基づいて実施される事業の評価
イ 再評価及び事後評価の対象となる事業
ロ 計画段階評価の対象となる事業

（構成）
第２条 委員は、肱川流域に関して学識経験を有する者のうちから局長又は
知事が委嘱する。

２ 委員の任期は２年以内とし、再任を妨げない。ただし、委員が欠けた場
合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（議長）
第３条 学識者会議には議長を置くこととし、委員の互選により定める。
２ 議長は、学識者会議の議事を進行する。
３ 議長に事故がある時は、議長があらかじめ指名する委員がその職務を代理
する。

（事務局）
第４条 学識者会議の事務局は、四国地方整備局に置く。
２ 事務局員は、四国地方整備局河川部、大洲河川国道事務所、山鳥坂ダム工
事事務所、肱川ダム統合管理事務所及び愛媛県土木部に属する職員をもって
充てるものとする。

３ 事務局は、学識者会議の運営にあたる。
４ 事務局は、学識者会議の秩序を維持するため、次の各号に掲げる者を退場
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させることができる。
一 会議の秩序を乱した者
二 議事進行に必要な事務局の指示に従わない者

（会議の開催）
第５条 学識者会議は、局長が開催する。

（情報公開）
第６条 学識者会議は公開で開催し、議事録を公表する。

（雑則）
第７条 この規約に定めるほか、学識者会議の運営に関し必要な事項について
は局長がこれを定める。

附 則
この規約は、平成３０年１０月１８日から施行する。
この規約は、令和 ３年 ２月 ２日から施行する。
この規約は、令和 ３年１１月１８日から施行する。
この規約は、令和 ６年１２月１６日から施行する。
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青野
あおの

　勝広
かつひろ

経済学 松山大学　元学長

石川
いしかわ

　和男
かずお 環境

（動物生態学）
松山東雲女子大学　名誉教授

井上
いのうえ

　幹生
みきお 水域生態学

（魚類）
愛媛大学大学院理工学研究科
　理学部　教授

小野
おの

　耕平
こうへい 防災

（地盤工学）
愛媛大学大学院理工学研究科　准教授

片岡
かたおか

　智
とも

哉
や

河川工学 愛媛大学大学院理工学研究科　准教授

小林
こばやし

　範之
のりゆき 生物環境学

（農業土木学）
愛媛大学大学院農学研究科　教授

下條
しもじょう

　信行
のぶゆき 文化財

（考古学、文化財）
愛媛大学　名誉教授

羽鳥
はとり

　剛史
つよし

土木計画学 愛媛大学社会共創学部環境デザイン学科　教授

松井
まつい

　宏光
ひろみつ 環境

（植物生態学）
松山東雲短期大学　名誉教授

三宅
みやけ

　洋
よう 環境

（保全生態学）
愛媛大学大学院理工学研究科　教授

森脇
もりわき

　亮
りょう

水文・気象学 愛媛大学大学院理工学研究科　教授

山下　尚之
やました　なおゆき 環境

（水質）
愛媛大学大学院農学研究科　教授

※五十音順・敬称略

肱川流域学識者会議委員名簿

氏名 専門分野 所属
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